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Ⅰ．巻頭言

上医は国を治す 旭川いのちの電話 相澤 裕二

厚生労働省がこの３月に発表した２０２５年の自殺者数は前年から１,１３２人減の

１９,１８８人と１９７８年統計開始以来の最少を更新したそうです。自殺関連の医療研

究者・従事者、福祉関係者の皆様の御努力は賞賛されるべきでしょう。しかし、

同時期の交通事故死者数は２,５４７人と、その７.５倍です。（東日本大震災２２,３１２人

阪神淡路大震災６,４３７人）もはや医療や福祉など個別の自殺対策は限界ではな

いでしょうか。新自由主義の効率化最優先の波は人々のゆとりを奪い、政策上

の生活負担増のストレスを一方的に真面目な人々の肩の上に移し替えていま

す。自殺の要因を個人に求めるのではなく、経済・政治などもっと社会全体で

受け止めて考え直す必要があると思います。幸せな人は自死を考えず、本当に

健全な社会は人を自殺に追い込まないでしょう。

年間自殺者数が減少する一方で、小中高生の全国自殺者数は５３８人と過去最

多となりました。学校という場のつらさが増しているのか、１０代の時間がつら

くなりつつあるのか。坑道で真っ先に有毒ガスに反応して倒れる小鳥のよう

に、まるで大人になるのを避けるように死に急ぐかのようです。

貧富の格差の拡大は罪のない経済弱者を追いつめ、そこに二つの様相が見え

てきます。他責的な攻撃性の増大と自罰的な自責性の増大です。前者は、学校

や社会の「いじめ」、パワハラやセクハラなどのハラスメント、ＳＮＳの炎上、

バッシング報道、拡大自殺とも言われる大量無差別殺人、人種差別、あおり運

転など。心理的に過敏な人々の過剰な自己防衛反応が、誤った正義を振りかざ

し弱者と見なす人々を攻撃しています。効率優先による対人関係の希薄化も関

係してるという意見もあります。自責感は、実質以上に不幸の要因を自分に課

し、自分を生きる価値のない存在と思い込みます。病的なレベルの過労は思考

力を低下させ、視野を狭め、悲観的思考に走らせます。この二つの現象の一部

は表裏一体でもあり、また今の社会ではありふれた日常的なことに見えるかも

しれませんが、とても異常なことです。

優しい日本人の心がゆっくり休める日が増えますように願ってやみません。

そのためにいのちの電話は電話を受け続けます。
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Ⅱ．活動状況
１．運営委員会

（１）いのちの電話の目的に沿った相談業務を維持・推進するため、各活動部

会・相談員などから提起される課題について討議し、組織の円滑な運営

を図ることに務めた。

（2）運営委員会は、毎月第１火曜日に開催した。

２．総務部

［１］財務・事業担当部会 財務・事業担当部会

１．前年度より計画していたチャリティーコンサートを９月２７日に旭川市

公会堂で実施した。

チケット販売の収益で、事務局のソフアーなどを購入した。

２．Ａｉｄショップの展示はなくなったが、カレンダーの寄付があり、売り

上げを寄付金とした。

３．３月１７日の新聞一面広告の協賛金は前年より減少したが、赤字にはなら

なかった。

４．旭川いのちの電話後援会の会長以外の役員を確認して、名簿の更新をし

ていく。

さらに、財務・事業担当部会員の人数を増員し、会議など活動の活発化

をはかる。

［２］広報担当部会

外部広報紙の作成と、内部広報紙Ａｉｄ－Ｎｅｗｓの作成を主な活動とした。

①外部広報紙を年２回発行しました（１４７号、１４８号）。～後援会会員、官公

庁、関係団体、市民等に配布することで、旭川いのちの電話の活動を伝え

る機会となりました。

②内部広報紙Ａｉｄ－Ｎｅｗｓを毎月発行した。（５０４号～５１５号）～内部広

報紙を発行することで、相談員と専門職に必要な情報を伝えるとともに、

文章を通して様々な考えを知ることや交流の機会になりました。
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３．相談部

［１］相談担当部会

①実働相談員数 ８３名

・２０２５年 辞退者 １６名

・２０２５年 休務者 ６名

・２０２５年 新相談員 ０名

②１年間の活動内容

４月 更新面接の総括

１１月 更新面接の準備

１２月 専門職への依頼文書送付

１月 更新面接書類作成、休務者に届出書送付

２月 更新面接経過確認

３月 更新面接経過確認、業務報告書作成、ヘルプグループの確認

③毎月行っている業務

相談員の動向を確認

ＳＶチェック

［２］養成担当部会

１．第４６期電話相談養成

①第４６期公開講座

６／７、６／１４、６／２１、６／２９ 計４回

一般参加６５名 相談員４０名

②面接７／１８、７／２０、７／１９

応募者３名 内２名 第二課程断念

２．第４５期養成認定

①第４５期認定会議９／８

②第４５期認定式１０／４ 受講生６名 専門職４名 相談員１６名

計２６名

３．養成講座等実施に伴う業務

①養成講座各回の会場作り、受付、受講生のサポートその他

②講座に関わる文書、講師、支援相談員依頼等

③公開講座、養成講座各回の役割分担

④公開講座修了後の振り返り

⑤次年度４６期電話相談員養成に関わる募集及び講座内容の検討等
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４．その他

①令和７年度旭川生涯学習フェア まなびピア 参加

２／１４ 会場準備 ２／１５チラシ等７０枚配布

②部会会議

５／１２、７／１４、１０／２７、１２／８ 計４回

・公開講座の役割分担、募集方法等

・振り返り、講座の役割分担

・新聞広告、パンフレット等検討

・４６期に向けての講座、講師等の検討

・チラシ配布お願い等
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［３］研修担当部会

（1）相談員の資質向上と相談業務の充実を図るために、次の研修を実施した。

【継続グループ研修】（必修） 年間１０回〔１０グループ〕

・専門職担当 ４グループ

・支援相談員（２人体制）担当 ３グループ

（※全相談員各グループに所属する）

【全体研修】（必修） ２回

第１回全体研修 参加者４４名

日 時 ２０２５年６月２２日（日）１３：３０～１６：５０

場 所 ときわ市民ホール４階多目的室

テーマ 「共通理解を通して安心安全な相談電話活動」

第２回全体研修 参加者６２名

日 時 ２０２５年１２月６日（土）１３：３０～１２：００

場 所 勤労者福祉会館 中会議室

テーマ 「旭川いのちの電話『相談員の手引き』を深く理解しよう」

講 師 伊東 隆雄 氏（旭川いのちの電話専門職 精神科医）

【二日間研修】（必修） 延べ参加者４５名

日 時 ２０２５年９月６日（土）９：３０～１２：００

２０２５年９月７日（日）９：２０～１７：００

場 所 神楽公民館第１学習室、ときわ市民ホール４階多目的室

テーマ 「なぜ聴くことが相手の力になるのか」

講 師 横田 雅史 氏

（院内学級担当者の会 旭川いのちの電話設立準備委員）

【企画研修】 ３回

第１回企画研修（市民公開講座） 参加者５５名

日 時 ２０２５年５月１１日（日）１３：３０～１６：３０

場 所 勤労者福祉会館 大会議室

テーマ 「老いてもいい、病んでもいい」

講 師 香山 リカ 氏

第２回企画研修 参加者５４名

日 時 ２０２５年１１月２４日（土）１３：３０～１７：００

場 所 ときわ市民ホール４階多目的室

テーマ 「もう死にたいと言われたら

～『最後の声を聴く』という覚悟で電話を受ける」

講 師 村 明子 氏（東京自殺予防センター理事）
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第３回企画研修 参加者５３名

日 時 ２０２６年３月１５日（日）１３：３０～１５：３０

場 所 ときわ市民ホール４階多目的室

テーマ 「自尊感情、ストレス、燃え尽き ３つの関係」

講 師 栗田 克実 氏

（旭川市立大学保健福祉学部コミュニティ福祉学科教授）

【支援相談員・専門職２日間研修】

日 時 ２０２５年１０月１１日（土）１３：３０～１２日（日）～１１：３０

場 所 １１日勤労者福祉会館１階研修室 参加者１２名

１２日ときわ市民ホール４０２号室 参加者１２名

テーマ 「スーパービジョンの質を高めるための感受性訓練」

講 師 末松 渉 氏

（東京いのちの電話理事長・日本いのちの電話連盟研修委員長）

（2）【外部研修】

◎日本いのちの電話連盟

全国電話相談員・交流会２０２５（オンライン研修）

第１回 日 時 ２０２５年１０月３１日（金） 参加者２名

第２回 日 時 ２０２５年１２月 １日（月） 参加者１名

第３回 日 時 ２０２６年 １月３１日（土） 参加者１名

◎日本いのちの電話連盟

ＹｏｕＴｕｂｅチャンネル研修

期 間 ２０２５年１１月～２０２６年３月

視聴者１名

◎全国研修担当者研修会（東京）

日時：２０２５年１２月１１日（木）

参加者１名

（3）【部会】

定例 第１金曜日 １３：００～１５：００ １２回

臨時部会（継続研修グループ作成の打合せ・宿泊研修準備等）

５回 合計１７回
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［４］研究担当部会

①図書室の整理

・寄贈の書籍の分類・整理

②書籍整理の結果、古書などの書籍を処分（相談員が希望すれば差し上げた）

③センター移転のための準備に伴う書籍の分類と移動

④その他

・「社会資源台帳」・「相談員の手引き」の内容精査

⑤定例部会

・第３木曜日（隔月）の１０：００～１２：００



－8－

４．事務局
（1）会計、統計など事務全般を担い、運営・相談業務の円滑化に努めた。

（2）各活動部会の作業と連携を図り、諸活動の円滑化に努めた。

（3）日常的に相談員のケアに努めた。

（4）市民公開講座を厚生労働省自殺防止補助事業の一環として企画・計画し

実施した。

（5）事務局の体制

①事務局員５名（３月末現在）

②時間帯 月～金曜日 ８：３０～１７：００

土・日曜日・祭日 ８：３０～１３：３０

（6）毎月事務局会議を開催した。

５．専門職
（1）相談業務のスーパービジョンを支援相談員と共に担当する。

（2）相談員の養成講座及び継続研修、支援相談員養成研修に講師・助言者と

して関わる。

（3）支援相談員会と協力し「旭川いのちの電話」の活動の発展、相談員の資

質の向上について務める。

（4）「旭川いのちの電話」の各種活動部会に参加する。

（5）外部からの「旭川いのちの電話」への講師派遣依頼に応じる。

＊この数年間の専門職の減少により、相談員へ援助・協力の機能が十分に

果たせない状況になっている。そのため教育、宗教、法律、福祉、臨床

心理、精神保健などの対人援助領域の専門家の人材発掘に、引き続き努

力している。

（6）毎月第２月曜日に専門職会議をしている。
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６．支援相談員会

（1）支援相談員会開催 毎月第１木曜日 １８：３０～

・支援相談員のあり方に関する共通認識「確認及び情報交換」

・７月３日（木）研修

講 師 旭川いのちの電話専門職 井手 正吾 氏

研修内容 「感受性訓練」

・支援相談員・専門職合同会議 １１月１０日（月）

・３月５日（木）研修

講 師 旭川いのちの電話専門職 両瀬 渉 氏

研修内容 「人生の大ピンチ」

（2）支援相談員・専門職二日間研修

・２０２５年１０月１１日（土）～１０月１２日（日）

会 場 勤労者福祉会館（１日目）

ときわ市民ホール（２日目）

講 師 末松 渉 氏（東京いのちの電話理事長・臨床心理士）

一日目 テーマ「聴く、話す」は「生きる喜び」

二日目 テーマ「善き出会いは互いを大切にする・成長（成熟）を育む

関わり」

（3）養成講座：ロールプレイ時に専門職と共に関わった。第３課程実習では、

スーパービジョンと養成研修に関わった。

（4）相談員の継続研修に２グループが担当した。
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Ⅲ．２０２５年度 事 業 報 告
２０２５年４月１日～２０２６年３月３１日

事 業日月
フリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」９：００～２１：００ 厚生労働省補助事業毎月１０日
運営委員会毎月第１火
エイドニュース発行毎月月末

第４６期養成公開講座募集開始１４

北海道ブロック会議：会場（札幌：北海道いのちの電話）理事長・運営委員長・事務局長出席５

事務局長オンライン会議：厚生労働省自殺防止対策（補助事業）について１４：００２４

事務局長オンライン会議：震災支援（予約制ダイヤル）への参加について１６：００

第１回企画研修 市民公開講座 勤労者福祉会館１１５
「老いてもいい、病んでもいい」 講師：香山リカ氏

参加者３１８名

震災支援予約電話相談実施（相談員１名対応）１７

連盟オンライン研修２３

電話相談員養成公開講座（参加者１回目２１名・２回目１６名・３回目１９名）８・１４・２１・２８６

第１００回理事会 １９：００ ときわ市民ホール会議室１２
第１回全体研修：「共通理解を通して安心安全な相談電話活動」講師三上運営委員長２２
いのちの電話の倫理について ときわ多目的ホール 参加者４４名

外部広報誌１４７号 １０００部発行２５

理事会（第１０１回）・評議員会（第８１回）・評議員選任解任委員会（第５回）：１８：００２６

相談員 総会 茶話会 １８：００２８

４６期相談員面接１８・１９７

苦情処理解決第３委員会：１８：３０ ときわ市民ホール２９

二日間研修：「なぜ聴くことが、相手の力になるのか」６・７９
講師：横田雅史氏
（１日目・神楽岡公民館３５名・２日目ときわ市民ホール４８名）

専門職会議・認定会議：１８：３０ ときわ市民ホール８
トライアルフリーダイヤル ９：００～２１：００１０
東神楽町社会福祉協議会開催「心配ごと相談員向け講座」 講師 相澤理事長１６
チャリティーコンサート「津軽三味線 旭川混声合唱団」旭川市公会堂 ４００名入場２７

４５期認定式 １８：３０ ときわ市民ホール４１０
連盟 事務局長会議（東京）７
専門職・支援相談員２日間研修 東京いのちの電話理事長 末松渉氏１１

（１日目１１名・２日目８名）

北海道ブロック会議：会場（旭川いのちの電話）１８

杉本事務局長 小林 榊原理事長出席
上川中部自殺対策連絡会議：上川合同庁舎 １３：３０ 事務局長出席２０
旭川市自殺対策ネットワーク会議：旭川市役所 １４：００ 事務局長出席２１

震災予約電話相談実施（相談員１名対応）２４

全国電話相談員オンライン交流会 １９：００（相談員２名参加）３１

第２回企画研修「もう死にたいといわれたら」講師 村明子氏 参加者５４名２４１１

理事会：１７：００ ときわ会議室２６

全国電話相談員オンライン交流会 １９：００（相談員２名参加）１１２

第２回全体研修 「旭川いのちの電話相談員の手引き」を深く理解しよう６

勤労者福祉会館 講師 伊東隆雄専門職 参加者６２名

評議員会：１９：００ ときわ市民ホール会議室１１

一般社団法人札幌馬主協会目録贈呈式 事務局員出席１２

立正佼成会目録贈呈式 事務局長出席１５

孤独孤立相談ダイヤル実施２５・２６・３０・３１

孤独孤立相談ダイヤル実施 震災予約電話相談実施１１

孤独孤立相談ダイヤル実施２

相談員会 新年会１２

旭川市自殺ネットワーク会議：旭川市市役所 １４：００ 運営委員長出席３

まなびピア旭川 参加１５

上富良野町社会福祉協議会 ボランティアスクール「傾聴について」７３

講師 三上運営委員長

第３回企画研修 「自尊感情・ストレス・燃えつき（バーンアウト）３つの関係１５

講師 栗田専門職 参加者５３名

北海道新聞一面広告掲載１７

北海道自殺対策連絡会議（札幌）理事長出席２４

社会福祉法人 旭川いのちの電話
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Ⅳ．２０２５年度 統 計
（２０２５年4月1日～２０２６年3月３１日）

一日平均相談件数
２９.８件

１００%
９７７男性総件数

１００%
６,２５３男性

１０,８９１年代 ３３５女性１,３１２４,６１６女性
０その他１８その他

０.０
０男性

００.０
０男性

１９歳以下 ０女性１女性
０その他０その他

０.８
１１男性

１１２.０
２０７男性

２２２１０ 代 ０女性１５女性
０その他０その他

２.８
１２男性

３７５.５
４４６男性

５９５２０ 代 ２５女性１４５女性
０その他４その他

７.９
７８男性

１０４１１.２
７６１男性

１,２１９３０ 代 ２６女性４５１女性
０その他７その他

５４.８
６３９男性

７１９３２.１
２,４１０男性

３,４９８４０ 代 ８０女性１,０８３女性
０その他５その他

２１.７
１８１男性

２８５２６.２
１,４１９男性

２,８４８５０ 代 １０４女性１,４２７女性
０その他２その他

８.５
４５男性

１１２１７.８
８０９男性

１,９４３６０ 代 ６７女性１,１３４女性
０その他０その他

３.０
１１男性

４０４.８
１９０男性

５２３７０ 代 ２９女性３３３女性
０その他０その他

０.３
０男性

４０.３
１１男性

３８８０代以上 ４女性２７女性
０その他０その他

０.０
０男性

００.０
１男性

４不 明 ０女性２女性
０その他１その他

実行中予告危険念慮
１００%

９７７男性総件数
１００%

６,２５４男性総件数
項 目

３２２２５４１,２０４
３３５女性

１,３１２
４,６１８女性

１０,８９１
０その他１９その他

１６９２８４
３２.６

３００男性
４２８３２.０

１,９１２男性
３,４８８人 生 １３６１１９１２８女性１,５６９女性

０００００その他７その他
０１０１０

１.０
１１男性

１３０.５
３２男性

５２
思想・

人権
０００２２女性２０女性
０００００その他０その他
０００５

１.０
５男性

１３２.８
１７１男性

３０５職 業 ０００８８女性１３４女性
０００００その他０その他
０１０７

１.１
８男性

１５１.２
７０男性

１３４経 済 ０００７７女性６４女性
０００００その他０その他
０１２１７

３.９
２０男性

５１９.２
４４４男性

９９９
家 族

（親族含）
００１３０３１女性５５４女性
０００００その他１その他
０１１２２１０

１８.０
２２３男性

２３６７.４
６１０男性

８０１夫 婦 ０１１１１１３女性１９１女性
０００００その他０その他
０００２

０.２
２男性

２０.３
２６男性

３７教 育 ０００００女性１１女性
０００００その他０その他
００６３８

５.１
４４男性

６７８.９
３８７男性

９６７対 人 ０１０２３２３女性５７９女性
０００００その他１その他
００１７２１６１

１５.８
１９５男性

２０７７.３
６７６男性

７９２男 女 ００３４１１１２女性１１４女性
０００００その他２その他
０００１７

３.２
１７男性

４２６.６
３８４男性

７２２身 体 ０００２５２５女性３３６女性
０００００その他２その他
１５３１２８

１６.８
１３７男性

２２０１５.４
８５５男性

１,６７６精 神 ０２７７４８３女性８２１女性
０００００その他０その他
００００

０.２
１男性

２０.８
４３男性

８８情 報 ００００１女性４５女性
０００００その他０その他
００１１３

１.２
１４男性

１６８
６４４男性

８３０その他 ０００２２女性１８０女性
０００００その他６その他

２．年 代 別 ≪自殺傾向 １２.０％≫

１．内容別・段階別 ≪自殺傾向 １２.０％≫ ≪危険度≫
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Ⅴ．資 金 収 支 計 算 書
（自）２０２５年４月１日 （至）２０２６年３月３１日

法人名：社会福祉法人 旭川いのちの電話 （単位： 円）

備 考差 異決 算予 算勘 定 科 目

△３,５４７,６９４９,５３６,６９４５,９８９,０００経常経費寄附金収入

収

入

事
業
活
動
に
よ
る
収
支

△２,０００,０００３,９４２,０００１,９４２,０００補助金収入

△４６,５４８１３６,５４８９０,０００受取利息配当金収入

１,４３５,２６３２,２１４,７３７３,６５０,０００その他の収入

△４,１５８,９７９１５,８２９,９７９１１,６７１,０００事業活動収入計

△７３２,２８８４,７９２,２８８４,０６０,０００人件費支出
支

出

７９９,６２３１,８２４,３７７２,６２４,０００事業費支出

１,２１２,４３４３,７７４,５６６４,９８７,０００事務費支出

１,２７９,７６９１０,３９１,２３１１１,６７１,０００事業活動支出計

△５,４３８,７４８５,４３８,７４８０事業活動資金収支差額

収

入
施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

０００施設整備等収入計

△７９２,０００７９２,００００固定資産取得支出

支

出

△７９２,０００７９２,００００施設整備等支出計

７９２,０００△７９２,００００施設整備等資金収支差額

△１５,０００,０００１５,０００,００００投資有価証券売却収入
収

入

そ
の
他
の
活
動
に
よ
る
収
支

△１５,０００,０００１５,０００,００００その他の活動収入計

△１５,０７２,０００１５,０７２,００００投資有価証券取得支出
支

出
△１５,０７２,０００１５,０７２,００００その他の活動支出計

７２,０００△７２,００００その他の活動資金収支差額

０
－

０
予備費支出

０

△４,５７４,７４８４,５７４,７４８０当期資金収支差額合計

０４,０２７,７０８４,０２７,７０８前期末支払資金残高

△４,５７４,７４８８,６０２,４５６４,０２７,７０８当期末支払資金残高
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Ⅵ．事 業 活 動 計 算 書
（自）２０２５年４月１日 （至）２０２６年３月３１日

法人名：社会福祉法人 旭川いのちの電話 （単位： 円）

増 減前年度決算当年度決算勘 定 科 目

５,１１４,４６４４,４２２,２３０９,５３６,６９４経常経費寄附金収益
収

益

サ
ー
ビ
ス
活
動
増
減
の
部

２,０００,０００１,９４２,０００３,９４２,０００補助金収益

△４８０,２８６２,６９５,０２３２,２１４,７３７その他の収益

６,６３４,１７８９,０５９,２５３１５,６９３,４３１サービス活動収益計

△１１６,６０３４,９０８,８９１４,７９２,２８８人件費
費

用

１,２６３,３６３５６１,０１４１,８２４,３７７事業費

△５３４,９１８４,３０９,４８４３,７７４,５６６事務費

３０２,３２７３０５,１９３６０７,５２０減価償却費

９１４,１６９１０,０８４,５８２１０,９９８,７５１サービス活動費用計

５,７２０,００９△１,０２５,３２９４,６９４,６８０サービス活動増減差額

△２,３５７６６,９０５６４,５４８受取利息配当金収益
収

益

サ
ー
ビ
ス
活
動
外
増
減
の
部

△２,３５７６６,９０５６４,５４８サービス活動外収益計

△４,５００４,５０００支払利息
費

用
△４,５００４,５０００サービス活動外費用計

２,１４３６２,４０５６４,５４８サービス活動外増減差額

５,７２２,１５２△９６２,９２４４,７５９,２２８経常増減差額

収
益特

別
増
減
の
部

０００特別収益計

△３４６,４３４３４６,４３７３固定資産売却損・処分損費

用
△３４６,４３４

３４６,４３４３４６,４３７３特別費用計

６,０６８,５８６△３４６,４３７△３特別増減差額

４,６９０,６３９△１,３０９,３６１４,７５９,２２５当期活動増減差額

１０,７５９,２２５４,９１４,８１１９,６０５,４５０前期繰越活動増減差額
繰
越
活
動
増
減
差
額
の
部

０３,６０５,４５０１４,３６４,６７５当期末繰越活動増減差額

△６,０００,０００００基本金取崩額

０６,０００,００００その他の積立金取崩額

００その他の積立金積立額

４,７５９,２２５９,６０５,４５０１４,３６４,６７５次期繰越活動増減差額
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Ⅶ．貸 借 対 照 表
２０２６年３月３１日現在

法人名：社会福祉法人 旭川いのちの電話 （単位： 円）

資 産 の 部

増 減前年度末当月残高

４,１８９,７４８４,４１２,７０８８,６０２,４５６流動資産

３,６８９,８０９４,４１１,４８３８,１０１,２９２現金預金

△１,２２５１,２２５０立替金

５０１,１６４０５０１,１６４預け金

１８４,４７７２６,８４２,９８２２７,０２７,４５９固定資産

０１５,２６５,７４０１５,２６５,７４０基本財産

０１５,０００,０００１５,０００,０００投資有価証券

０２６５,７４０２６５,７４０電話加入権

１８４,４７７１１,５７７,２４２１１,７６１,７１９その他の固定資産

１８４,４７７５,５７７,２４２５,７６１,７１９器具及び備品

０６,０００,０００６,０００,０００備品等購入積立資産

４,３７４,２２５３１,２５５,６９０３５,６２９,９１５資産の部合計

負 債 の 部

増 減前年度末当月残高

△３８５,０００３８５,００００流動負債

△３８５,０００３８５,００００事業未払金

０００固定負債

△３８５,０００３８５,００００負債の部合計

純 資 産 の 部

０１５,２６５,７４０１５,２６５,７４０基本金

０６,０００,０００６,０００,０００備品等購入積立金

０００設備等購入積立金

４,７５９,２２５９,６０４,９５０１４,３６４,１７５次期繰越活動増減差額

６,０６８,５８６△１,３０９,３６１４,７５９,２２５（うち当期活動増減差額）

４,７５９,２２５３０,８７０,６９０３５,６２９,９１５純資産の部合計

４,３７４,２２５３１,２５５,６９０３５,６２９,９１５負債及び純資産の部合計
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Ⅷ．財 産 目 録
２０２６年３月３１日現在

法人名：社会福祉法人 旭川いのちの電話 （単位： 円）

貸借対照表価額減価償却累計額取得価額使用目的等取得年度場所・物量等貸借対照表科目
Ⅰ 資産の部
１ 流動資産
現金預金

６４,２５５事業活動に使用現金手許有高現金
５,２７２,５１２事業活動に使用北洋銀行旭川中央支店普通預金
２,１２４,０５８事業活動に使用旭川信用金庫
８３,５４２事業活動に使用ゆうちょ銀行
５５６,９２５事業活動に使用小樽貯金事務センター

事業活動に使用旭川信金
８,０３７,０３７小計
８,１０１,２９２小計
５０１,１６４野村証券株式会社預け金
８,６０２,４５６流動資産合計

２ 固定資産
（１）基本財産

１５,０００,０００基本金野村證券株式会社（公共債）投資有価証券
２６５,７４０電話加入権電話加入権

１５,２６５,７４０基本財産合計
（２）その他の固定資産

４,４２０,８５８３４５,９９２４,７６６,８５０事業活動に使用相談室パーテーション工事一式器具及び備品
３１５,３４８６９,６５２３８５,０００事業活動に使用電話・インターネット移設工事

１１９８,４４９１９８,４５０事業活動に使用シュレッダーB-２３１CLT
１１６５,０２３１６５,０２４事業活動に使用デスクトップPCHP６００G４PDSFFi５８５００

１１３４,３５１１３４,３５２事業活動に使用ノートＰＣHP２５０G７
１２００,７９９２００,８００事業活動に使用デスクトップPCNECMATE-J
１１４６,２９９１４６,３００事業活動に使用ノートPCNECVERSAPRO-J

３４８,３３４３１,６６６３８０,０００事業活動に使用デスクトップPCFMVF７５-K１
４０６,２６７５,７３３４１２,０００事業活動に使用エアコン設置工事
２７０,９０７６６２,４４３９３３,３５０事業活動に使用電話機一式
５,７６１,７１９小計
３,０００,０００備品等の購入積立旭川信用金庫（定期預金）備品等購入積立資産
３,０００,０００備品等の購入積立旭川信用金庫（定期預金）
６,０００,０００小計

設備等購入積立資産

１１,７６１,７１９その他の固定資産合計
２７,０２７,４５９固定資産合計
３５,６２９,９１５資産合計

Ⅱ 負債の部
１ 流動負債

０流動負債合計
２ 固定負債

０固定負債合計
０負債合計

３５,６２９,９１５差引純資産
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Ⅹ．２０２６年度 事 業 計 画
２０２６年４月１日～２０２７年３月３１日

事 業日月

Ａｉｄニュース発行１日毎月

フリーダイヤル「自殺予防いのちの電話」実施１０日

（９：００～２１：００ 厚生労働省補助事業）

運営委員会月１回

相談員動向確認（相談担当部会）月１回

第４６期相談員養成公開講座応募受付開始１４

北海道いのちの電話ブロック会議１８

第１回企画研修２９５

第４６期相談員養成公開講座（第一課程）６

外部広報紙１４９号発行

相談員会定期総会

第１回全体研修

第１０３理事会

第４６期相談員養成講座開始（第二課程）７

相談員新継続研修スタート

第８３回評議員会

第４６期相談員養成講座宿泊研修９

相談員宿泊研修５・６

市民公開講座「地球はどうぶつでいっぱい」あべ弘士氏１３

専門職・支援相談員合同研修１０

第１０４回理事会１１

第８４回評議員会

北海道いのちの電話ブロック会議

外部広報紙１５０号発行１２

第２回全体研修

チャリテイーコンサート１

専門職・支援相談員合同会議２

第２回企画研修

相談員更新面接（２～３月）

旭川いのちの電話ＰＲ 北海道新聞一面広告掲載３

第４６期相談員養成講座第二課程終講式

第４６期相談員養成講座第三課程応募者面接
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Ⅺ．収 支 予 算 書
（自）２０２６年４月１日 （至）２０２７年３月３１日

法人名：社会福祉法人 旭川いのちの電話 （単位： 円）
増減（Ｂ－Ａ）２０２６年度予算（Ｂ）２０２５年度予算（Ａ）勘 定 科 目

△１,２４３,０００４,０２６,０００５,２６９,０００寄付金

収
入
の
部

０１,０００,０００１,０００,０００補助金 ・道
０８００,０００８００,０００・市
０１４２,０００１４２,０００・町村会
０７２０,０００７２０,０００配分金
０３５０,０００３５０,０００訓練事業
０１,０００,０００１,０００,０００広報事業
０９０,０００９０,０００受取利息配当金
０１,８００,０００１,８００,０００家賃
０２００,０００２００,０００光熱費

２００,０００５００,０００３００,０００雑収入
△１,０４３,０００１０,６２８,０００１１,６７１,０００収入合計

法 人 本 部
△２３,０００１２,０００３５,０００法人本部費（８）支

出
の
部

△２,０００３,０００５,０００通信運搬費
△２,０００３,０００５,０００印刷製本費
△１５,００００１５,０００旅費交通費
△３,０００２,０００５,０００会議費
△１,０００４,０００５,０００雑費

旭川いのちの電話
△３６０,０００５,３６７,０００５,７２７,０００センター管理費

支

出

の

部

△２００,０００２,０００,０００２,２００,０００運営費
０１,８００,０００１,８００,０００運営費（家賃）

△２００,０００２００,０００４００,０００運営費（光熱費）
０２,３４０,０００２,３４０,０００人件費（３）
０００職員給与
０００職員諸手当
０２,２８０,０００２,２８０,０００非常勤給与
０００非常勤手当
０６０,０００６０,０００法定福利費

△１６０,０００１,０２７,０００１,１８７,０００事務費（３）
０１５０,０００１５０,０００通信運搬費
０１２０,０００１２０,０００印刷製本費
０３０,０００３０,０００旅費交通費

△８,０００７,０００１５,０００会議費
△３０,０００３０,０００６０,０００事務消耗品費
△５０,０００３５０,０００４００,０００賃借料

０１０,０００１０,０００消耗器具備品費
０３０,０００３０,０００保守・修繕費
０１３２,０００１３２,０００福利厚生費
０１５０,０００１５０,０００連盟負担金

△７２,０００１８,０００９０,０００雑費
△６６０,０００５,２４９,０００５,９０９,０００相談事業費
△８９,０００２８３,０００３７２,０００相談事業費（４）
△５,０００１５,０００２０,０００通信運搬費
△２７,０００１３,０００４０,０００印刷製本費
△５０,０００２５０,０００３００,０００旅費交通費

０５,０００５,０００消耗器具備品費
△５,００００５,０００保守・修繕費
△２,００００２,０００雑費
△５６０,０００３,５６０,０００４,１２０,０００訓練養成費（５）

０２０,０００２０,０００通信運搬費
０１５,０００１５,０００印刷製本費

△５００,０００１００,０００６００,０００旅費交通費
０１,３２０,０００１,３２０,０００人件費
０１０,０００１０,０００事務消耗品費
０４５,０００４５,０００保険料
０１９０,０００１９０,０００広報費
０１,８００,０００１,８００,０００研修・研究費

△６０,０００６０,０００１２０,０００雑費
△９,０００２０６,０００２１５,０００調査研究費（６）
△３,０００２,０００５,０００通信運搬費
△１,０００４,０００５,０００研修・研究費

０２００,０００２００,０００人件費
△５,００００５,０００雑費
△２,０００１,２００,０００１,２０２,０００広報費（７）

０１５０,０００１５０,０００通信運搬費
０２５０,０００２５０,０００印刷製本費
０６００,０００６００,０００広報費
０２００,０００２００,０００人件費

△２,００００２,０００雑費
△１,０２０,０００１０,６１６,０００１１,６３６,０００合 計
△１,０４３,０００１０,６２８,０００１１,６７１,０００支出合計
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旭川いのちの電話を支えてくださった皆様に心から感謝申し上げます。

後援会維持会費、年末年始募金などの寄付をくださった方の名前を掲載させていた

だきます。

修正、記入漏れなどありましたら、ご一報下さい。

理 事 長 相澤 裕二

後援会長 荒井 保明

202５年度 ご支援頂いた皆様

【団体の部】 順不同・敬称を省略させていただきます。

枝幸町役場保健予防係

士別市役所保健福祉センター

名寄市役所健康福祉部

富良野市役所保健福祉部

神居東地区青少年育成部

旭川精神衛生協会

旭川精神医学研究会

花北海道精神科病院協会

勝あさひかわ末広内科内視鏡クリニック

花旭川薬剤師会

勝志恩会 相川記念病院

いずみこども園

勝仁友会 北彩都病院

勝くまいクリニック

勝圭泉会

勝佐藤内科医院

勝敬寿会 聖台病院

勝直江クリニック

なかよし小児歯科

勝はしづめクリニック

勝はらだ内科内視鏡健診クリニック

三上神経科内科クリニック

山下内科循環器科クリニック

六条医院（太田充子）

妙法寺（釋 英義）

永樂寺

専証寺

誓願寺

本勝寺

旭川別院

旭川市内キリスト教会連合女性会

旭川聖マルコ教会婦人会

旭川パプテイスト教会女性会

ミカエル祭実行委員会

カトリック士別教会

カトリック旭川六条教会有志

カトリック旭川六条教会

日本キリスト教会旭川教会

日本聖公会北海道教区旭川聖マルコ教会

旭川豊岡教会

日本キリスト教団

旭川６条教会婦人会

Ⅻ．寄 付 者 名 簿
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日本キリスト教会佐呂間教会

日本メノナイト富良野のぞみキリスト教会

日本基督教団旭川豊岡教会

㈱あいわプリント

旭川ケーブルテレビ㈱

旭川食糧株式会社

旭川信用金庫

荒井建設株式会社

鋤北海道クミアイ自動車学園

一般社団法人ＫＣ

旭川小型運輸株式会社

㈱旭都鉄筋工業所

㈱扇松園

新谷建設株式会社

生命保険協会

札幌臨床検査センター株式会社

㈱大正製材

税理士法人中央総合会計

テニスパークジョイ

㈱中里メガネ

佐藤聡事務所

㈱橋本川島コーポレーション

富川法律事務所

ななかまど法律事務所

廣田善康法律事務所

㈱富士建設コンサル

美浪左官工業株式会社

弁護士 八重樫和裕

㈱湯浅

㈱ロバ菓子司

㈲若栗燃料

チャリティーコンサート実行委員会

あ 相 田 俊 次

浅 川 和 幸

穴 水 興 子

井 内 敏 樹

石 丸 雅 喜

石 川 義 征

石 持 千 晶

いそべ 尚 哉

今 井 純 子

大 西 邦 弘

金 子 智 子

加 納 尚 子

川 口 新

河 崎 紀 男

栗 田 克 実

久 保 あつこ

熊 林 勇

煙 山 一 恵

幸 坂 富 子

木 幡 二三代

小 林 千 洋

小 林 昌 枝

権 藤 道 子

笹 川 洋 史

佐々木 由美子

佐 藤 秀 幸

坂 本 きぬえ

佐 野 侑 子

白 浜 治

末 松 渉

菅 原 ムツ子

杉 田 肇

杉 山 昌 二

鈴 木 國 雄

關 萬里子

相 馬 隆 喜

末広こまどり

（山下真実）

高 木 幸 子

髙 塚 紀 子

武 井 明

高 村 春 雄

髙 谷 由規子

滝 野 弘 子

立 石 純 子

田 中 春 陽

塚 本 光 子

遠 山 冨美子

飛 澤 一 榮

直 井 慶 子

永 江 竜 心

中 山 雅 文

成 瀬 裕 子

沼 田 巖

野 村 多美子

橋 本 和 義

波 能 隆

原 岡 陽 一

林 孝 子

樋 口 み ち

【個人の部】

か

さ た

な

は
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廣 田 善 康

藤 井 勉

前 田 義 雄

増 田 忍

松 島 佳 江

三 上 正 明

南 出 美樹子

三 輪 満喜子

八重樫 好

山 内 和 夫

山 下 芳 正

山 田 佐知子

山 田 孝 夫

山 中 いつ子

山 中 佐喜男

湯 浅 義 弘

吉 村 隆 裕

両 瀬 渉

渡 部 幸 子

匿名希望 １９件

わ

ら

や

ま
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２０２５年度 新聞広告協賛された皆様 （２０２６.３.１７掲載）

旭川精神衛生協会

旭川市医師会

（福）北海道療育園

旭川精神医学研究会

勝志恩会 相川記念病院

勝旭川圭泉会病院

勝真佑会 旭川消化器肛門クリニック

旭川神経内科クリニック

勝くまいクリニック

勝敬寿会 聖台病院

勝直江クリニック

なかよし小児歯科

はしづめクリニック

山下内科循環器科クリニック

六条医院

勝丘のうえこどもクリニック

札幌臨床検査センター㈱道北支店

（福）旭川泉会

旭川薬剤師会

永樂寺

順正寺

正光寺

誓願寺

天寧寺

本勝寺

報恩寺

妙法寺

萬台寺

本誓寺

専証寺

誓光寺

回向院

好蔵寺

石持建設工業㈲

新谷建設㈱

㈱橋本川島コーポレーション

㈱協和コンサルタント

美浪左官工業㈱

ボーイスカウト旭川地区役員有志

旭川モーニングロータリークラブ

㈱グレース グループホームあい

学校法人 旭川カトリック学園

カトリック神居教会

日本基督教団 旭川豊岡教会

カトリック旭川六条教会

日本ナザレン教団よろこびの教会

堂内霊園 旭山廟

川口洋平税理士事務所

佐藤聡事務所

廣田善康法律事務所

八重樫法律事務所

旭川つばさ法律事務所

（税）中央総合会計

旭川信用金庫

㈱あいわプリント

旭川ケーブルテレビ㈱

旭川コガタグループ

旭川食糧㈱

男山㈱

㈲こだま工房

和風旅館 扇松園

おかだ紅雪庭

道北バス㈱

イーグルショップ旭川店

【団体の部】 順不同・敬称を省略させていただきます。
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㈱中里メガネ

studioBRIGHT

㈲独酌三四郎

㈱湯浅

㈱キョクイチ

㈱ロバ菓子司

セブンイレブン旭川末広５条店

㈲若栗燃料

有料老人ホーム ゆあん

優佳良織工房

荒井建設㈱

【個人の部】

匿名 ２件
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役 員

理事長

相澤 裕二

理 事

伊東 隆雄

打本 厚史

小林 暉親

武井 明

長谷川博亮

両瀬 渉

三上 正明

監 事

中島 幹雄

波岸 裕光

評議員

岩﨑 清

後藤 英夫

齋藤 開

多田 傳生
秦 稔幸

内藤 泰和

堀江 智美

三木 秀子

山田 直行

評議員選任・解任委員

金 竜一

小山 英明

中島由美子

寺田由紀子

波岸 裕光



この報告書は赤い羽根共同募金配分金の支援を受けて作成しています。

「いのちの電話」にあなたの力を

資金ボランティアとしてのご支援を
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発行人 相 澤 裕 二

発行所 社会福祉法人 旭川いのちの電話

事務局 〒070-8541

旭川市上常盤町１丁目1870-57

旭川水道局内
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